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　第 252 回研究報告会（９月 20 日）
ほこりの説き分け考         　　　　　　　　　　　　安井幹夫

最近、親神の十全の守護とほこりの説き分けについて関心が
高まってきている。こうした状況にあって、改めて考えてみた
いことは、ほこりの教説におけるそれぞれのほこりについての
説明（説き分け）である。ほこりの教説は、かしものかりもの
の教理とともに、教えの根幹をなす。
明治 14 年９月 18 日付で、山澤良治郎は止宿人届の手違い

から「就御尋手続上申書」を警察に提出している。その中で「病
気ト云ハ更ニ無之候得共人間ハ日々ニ貪惜憎可愛恨シイ立腹慾
高慢此八ツノ事有故…」と述べている。ただその説き分けは記
されていない。それは提出書類という性格であるからともいえ
るが、同じく山澤の手になる「こふき話」─和歌体 14 年本に
おいても、「にんげんにやまいとゆうてなけねども　こゝろちが
いのみちがあるゆへ　このみちハぶんぶこゝろに八ツあり　ほ
しいをしいとかハいにくいと　うらめしとはらだちよくとこふ
まんと　これが八ツのこゝろちがいや」（109 〜 111）と記され
ているのみで、その説き分けはない。それはおそらくおやさま
がお話になっていないからと推測される。
また『稿本天理教教祖伝逸話篇』130 に、高井直吉がおたす

け先で、身上患いについて話しをしていると、先方は「わしはな、
未だかつて悪い事をした覚えはないのや」と喰ってかかってき
た。そこで、おやさまに伺ってくると走って帰り、ほこりの話
を聞かせていただいている。そこでも、その説き分けがなされ
ている様子はうかがえない。
とすると、いつ頃から説き分けがなされるようになったのか。

明治 23 年１月 13 日夜に、「初席の者は会長と事務所一人、先
生方一人、三人立合の上、身の内御話し八つの埃の理を説かせ
試験をする事…」という願をもって、ここに「初試験」が実施
されることになった。つまり別席を受ける以前に、身の内の守
護、八つのほこりの説き分けを話すことができなければならな
い、ということである。しかも、本部での初試験に合格するた
めに、それぞれの教会においても、同様の試験が実施されるよ
うになるので、少なくとも３〜５回の試験を終えて、初席を迎
えるということになるだろう。したがって、別席を運び、おさ
づけの理を拝戴した人誰でもが、ほこりの説き分けを人に話す
ことができた、ということである。
大正 15 年４月発行の『初試験』という冊子がある。また昭

和の初期には『守護と埃─はつしけん』と題された折本がある。
それらを比較するとき、語尾などに若干の違いはみられるが、
その内容はほとんど同じであり、当時の初試験の内容をうかが
い知ることができる。その説き分けは次のようである。
〔ほしい〕と申ますと、価をもつて、ほしいはよろしいな
れど、働きもせず、価をも出さずして、ほしがる心の理が
埃となります。
〔をしい〕と申ますのは、すたるものを、をしむはよろし
いなれど、出しをしみ、骨をしみ、等が埃となります。
〔かはい〕と申ますと、へだてのない可愛はよろしいなれど、
身贔屓、身勝手、等がほこりとなります。（以下略）

非常にシンプルである。けれども、これが別席のお話になる
と、もう少し具体的になってくる。分量も増える。ただし別席
台本ができるまでは、必ずしもほこりの説き分けがなされてい
たかどうかは、よく分からない。地方の教理文書に、別席のお
話を記したものがいくつかある。幡多文書はその一つである。
この記録によると、明治 26年６月 11日の高井先生口授に、ほ
こりの説き分けがみられる。しかし、こうした例は少ない。そ
れは、ほこりの説き分けは自明のことであるから、あえて記し
ていないとも考えられるが…。
グローカル誌上で紹介した、他の文書の中にも、ほこりの説

き分けが記されている。それらを振り返るとき、その説き分け
が一定ではないことに気がつく。簡単なものからかなりの分量
をもつものまである。それは、ほこりの説き分けに定まったも
のがあるのだろうか、という問を生起させるが、その点につい
ては、『信者の栞』に、ほこりとして挙げられた心遣いは、理
の角目を仰せられたもの。ほこりの心、行いは幾千筋あるとも
分からない。それ故、ほこりの心、行いを一々挙げることは、
なかへ出来得ない（23頁参照）、と述べられている。
そこに、『天理教教典』に、ほこりの説き分けが記されてい

ないことの意味を求めることができるかも知れない。

　第 11 回教団付置研究所懇話会・年次大会
深谷忠一

2012 年 10 月 5 日、滋賀県大津市坂本の天台宗宗務庁大会
議室において、第 11 回教団付置研究所懇話会・年次大会が開
催された。当日は19の懇話会員研究所及び６つのオブザーバー
研究所から 100 余人の参加があり、本教からは、教庁の岩田総
務部長、柏木総務部員と筆者が参加した。
今回の年次大会においては、「大震災と宗教」というテーマ

のもとに、東日本大震災より１年半を経た今の日本社会の動向
を踏まえ、キリスト教系のＮＣＣ宗教研究所、真宗大谷派教学
研究所、真如苑の宗教情報センター及び日蓮宗現代宗教研究所
の各代表から、それぞれの教団の取り組みについての発表が行
われた。
本研究所からは、先頃出版した『東日本大震災における天理

教の救援』を提供し、参加者からの好評を博した。

　日本南アジア学会第 25 回全国大会に出席
堀内みどり

10 月６日、７日、東京外国語大学府中キャンパスで開催さ
れた標記学会に出席した。
日本と南アジアを取り巻く環境における激動の変化は過去の

どの時代とも比較にならないという認識に立ち、日印国交樹立
60年である 2012 年を、政治・外交・経済・情報・知識・文化
の領域における日本と南アジアを軸にした未来への展望を考え
る機会として捉え、全体シンポジウムは「日本と南アジアの交
流─人・モノ・知」をテーマとして企画された。「天竺・印度・
インド─近世から近代へ」など５人の発題があった。
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